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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上下の基板の間に液晶が充填されており、前記液晶を介して表示電極および共通電極が
対向して配置された液晶パネルと、
　前記液晶パネルと複数のデータラインとに接続され、前記液晶パネルにデータ信号を印
加する第１駆動回路部と、
　前記液晶パネルと複数のゲートラインとに接続され、前記データ信号を前記液晶パネル
に順次に印加させるための走査信号を印加する第２駆動回路部と、
　前記液晶パネルに充填された液晶の配向のための信号電圧を前記液晶パネルに印加する
電極パッド部と、
　前記電極パッド部を通じて印加される前記液晶の配向のための信号電圧の一部を、前記
データラインを通じて前記液晶パネルに印加するようにスイッチングさせる第１スイッチ
ング回路部と、
　前記電極パッド部を通じて印加される前記液晶の配向のための信号電圧の残りを、前記
ゲートラインを通じて前記液晶パネルに印加するようにスイッチングさせる第２スイッチ
ング回路部と、
　前記液晶の配向のための信号電圧が、前記第１駆動回路部および前記第２駆動回路部に
逆流することを防止する第１バッファ回路部および第２バッファ回路部と、
　前記電極パッドに接続された配向信号発生回路とを備え、
　前記液晶の配向のための信号電圧は、液晶配向工程における電界配向のための信号電圧
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であり、
　前記液晶の配向のための信号電圧の一部は、電界配向のためのデータ信号であり、
　前記液晶の配向のための信号電圧の残りは、前記電界配向のためのデータ信号を前記液
晶パネルに順次に印加させる電界配向のための走査信号であること、を特徴とする液晶デ
ィスプレイパネル。
 
【請求項２】
　前記第１スイッチング回路部は、前記第１駆動回路部と前記液晶パネルとの間に配置さ
れること、
　を特徴とする請求項１に記載の液晶ディスプレイパネル。
【請求項３】
　前記第２スイッチング回路部は、前記液晶パネルと前記電極パッド部との間に配置され
ること、
　を特徴とする請求項１に記載の液晶ディスプレイパネル。
【請求項４】
　前記第２スイッチング回路部は、前記第２駆動回路部と前記液晶パネルとの間に配置さ
れること、
　を特徴とする請求項１に記載の液晶ディスプレイパネル。
【請求項５】
　前記第１バッファ回路部は、前記第１駆動回路部と前記第１スイッチング回路部との間
に配置されること、
　を特徴とする請求項２に記載の液晶ディスプレイパネル。
【請求項６】
　前記第２バッファ回路部は、前記第２駆動回路部と前記液晶パネルとの間に配置される
こと、
　を特徴とする請求項３に記載の液晶ディスプレイパネル。
【請求項７】
　前記第２バッファ回路部は、前記第２駆動回路部と前記第２スイッチング回路部との間
に配置されること、
　を特徴とする請求項４に記載の液晶ディスプレイパネル。
【請求項８】
　前記第１スイッチング回路部は、前記液晶パネルを介して前記第１駆動回路部と対向す
る位置に配置されること、
　を特徴とする請求項１に記載の液晶ディスプレイパネル。
【請求項９】
　前記第２スイッチング回路部は、前記液晶パネルと前記電極パッド部との間に配置され
ること、
　を特徴とする請求項８に記載の液晶ディスプレイパネル。
【請求項１０】
　前記第２スイッチング回路部は、前記第２駆動回路部と前記液晶パネルとの間に配置さ
れること、
　を特徴とする請求項８に記載の液晶ディスプレイパネル。
【請求項１１】
　前記第１バッファ回路部は、前記第１駆動回路部と前記液晶パネルとの間に配置される
こと、
　を特徴とする請求項８に記載の液晶ディスプレイパネル。
【請求項１２】
　電極パッド部は、前記第１スイッチング回路部と接続される第１電極パッドおよび第２
電極パッドと、
　前記共通電極と接続される第３電極パッドと、
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　前記第２スイッチング回路部と接続される第４電極パッドおよび第５電極パッドとを備
えること、
　を特徴とする請求項１に記載の液晶ディスプレイパネル。
【請求項１３】
　前記第１バッファ回路部は、前記複数のデータライン各々に一つずつ接続された複数の
信号逆流防止素子で構成されたこと、
　を特徴とする請求項１に記載の液晶ディスプレイパネル。
【請求項１４】
　前記第２バッファ回路部は、前記複数のゲートライン各々に一つずつ接続された複数の
信号逆流防止素子で構成されたこと、
　を特徴とする請求項１に記載の液晶ディスプレイパネル。
【請求項１５】
　前記第１スイッチング回路部は、前記複数のデータライン各々に一つずつ接続された複
数のトランジスタで構成されたこと、
　を特徴とする請求項１に記載の液晶ディスプレイパネル。
【請求項１６】
　前記第２スイッチング回路部は、前記複数のゲートライン各々に一つずつ接続された複
数のトランジスタで構成されたこと、
　を特徴とする請求項１に記載の液晶ディスプレイパネル。
【請求項１７】
　前記第２スイッチング回路部は、前記液晶パネルと前記電極パッド部との間に配置され
ること、
　を特徴とする請求項２に記載の液晶ディスプレイパネル。
【請求項１８】
　前記第２スイッチング回路部は、前記第２駆動回路部と前記液晶パネルとの間に配置さ
れること、
　を特徴とする請求項２に記載の液晶ディスプレイパネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は平板ディスプレイパネルに係り、さらに詳細には配向安定性および均一性を高
めた液晶ディスプレイパネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ：ＬＣ）は、液体の流動性および固体の結晶のよ
うな規則的な分子配列を同時に有する。また、液晶は光学的異方性を有し、電圧が加えら
れると、電界の方向に沿って液晶の分子配列が変わる特性を有している。このような液晶
の性質を利用して、図形、文字または絵を表示する装置を液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　
Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＬＣＤ）という。液晶は、電圧の印加によりその配列
が変わるので、電圧を選択的に印加することによって所望の図形または文字を表示するこ
とができる。
【０００３】
　ＬＣＤモジュール、例えば、投射型ＬＣＤモジュールは、一般的に液晶、カラーフィル
ターおよび配向膜を含み、これら両側に配置された偏光板を含む液晶パネルとこれに接続
された駆動回路部とから構成されるＬＣＤパネルおよび前記液晶パネルの何れか一面に光
を照射するバックライトから構成される。
【０００４】
　従来技術によるＬＣＤパネルは、図１に示すように、液晶パネル１２と、この周りに配
置される駆動回路部１４とから構成される。液晶パネル１２は、対向する前面ガラス基板
（ＦＰ：Ｆｒｏｎｔ　ｇｌａｓｓ　Ｐｌａｔｅ）と背面ガラス基板（ＢＰ：Ｂａｃｋ　ｇ
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ｌａｓｓ　Ｐｌａｔｅ）とをはじめとして、前面ガラス基板ＦＰの裏面に配置される共通
電極（図示せず）、前記共通電極と対向するように配置される表示電極層（図示せず）お
よび前記表示電極層と共通電極との間に充填された液晶から主に構成される。これら以外
にも液晶パネル１２には偏光板やカラーフィルターがさらに含まれて構成されているが、
これらについての詳細な事項は一般的であるため、ここでは省略する。
【０００５】
　図１に示した液晶パネル１２の一部を拡大して示す円を参照すると、液晶パネル１２は
、画素駆動素子の薄膜トランジスタ（ＴＦＴ：Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏ
ｒ）１２ａとＴＦＴ１２ａのドレーン端子に接続された表示電極１２ｂとから構成される
ことが分かる。前記表示電極層には、複数の画素がマトリクス状に配列されている。画素
は、一つのＴＦＴ１２ａと一つの表示電極１２ｂとから構成され、前記表示電極層には複
数のＴＦＴ１２ａおよび表示電極１２ｂがマトリクス状に配列されている。このマトリク
ス状に配列された複数のＴＦＴ１２ａの各列に属するＴＦＴのソース端子は、駆動回路部
１４の第１駆動回路部１４ａに接続されたデータラインＤＬに並列に接続され、各行に属
するＴＦＴのゲート端子は、第２駆動回路部１４ｂに接続されたゲートラインＧＬに並列
に接続される。したがって、第１駆動回路部１４ａと液晶パネル１２との間に前記マトリ
クスの列数に相当するデータラインＤＬが構成され、第２駆動回路部１４ｂと液晶パネル
１２との間に前記マトリクスの行数に相当するゲートラインＧＬが構成される。第１駆動
回路部１４ａは、データラインＤＬを通じて液晶パネル１２にビデオ信号を印加し、第２
駆動回路部１４ｂは、前記ビデオ信号によって複数のゲートラインＧＬを通じて液晶パネ
ル１２に順次に走査信号を印加する。
【０００６】
　このような従来技術のＬＣＤパネルの性能は、駆動回路部よりも、使われた液晶の特性
から主に影響を受ける。
【０００７】
　例えば、前記ＬＣＤパネルに最近関心が高まっている強誘電性液晶（Ｆｅｒｒｏｅｌｅ
ｃｔｒｉｃ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ：ＦＬＣ）が使われた場合、ＦＬＣの特性に
よって既存の一般液晶に比べて高解像度の画質を具現できるだけでなく、応答速度も速く
、動画像の具現およびデジタル階調表現に有利であり、フルカラー表示および完全なデジ
タル駆動が可能である。また、画素間の干渉を減らせるだけでなく、ＣＤＲ（Ｃｏｎｔｉ
ｎｕｏｕｓ　Ｄｉｒｅｃｔｏｒ　Ｒｏｔａｔｉｏｎ）ＦＬＣモードでは従来のジグザグ欠
陥とシェブロン紋とが表示されない。
【０００８】
　このようにＬＣＤパネルに使われる液晶が、ＦＬＣに代替されることで、従来のＬＣの
使用に比べ多くの利点を得られるが、やはり、配向安定性および均一性を確保することは
難しかった。
【０００９】
　例えば、非晶質ケイ素（ａ－Ｓｉ）ＴＦＴ－ＬＣＤの場合には駆動回路部が液晶工程以
後に設置されるが、ＬＣｏＳ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　ｏｎ　Ｓｉｌｉｃｏｎ）
（またはポリシリコンＴＦＴ－ＬＣＤ）の場合は、バックパネル工程で既に駆動回路部が
形成される。したがって、ＬＣｏＳパネルの場合、公知の電界配向技術を利用した液晶配
向工程は、外部コントローラまで全て接続されてはじめて可能となり、これにより液晶の
安定性および均一性が低下した場合には、その補償手順が複雑なものとなってしまう。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明が解決しようとする技術的課題は、前記従来技術の問題点を改善するためのもの
であって、強誘電性液晶に対する配向の安定性および均一性を確保でき、液晶注入工程だ
けでなくパッケージ工程後にも液晶配向工程を容易に行えるＬＣＤパネルを提供すること
である。
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【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記課題を達成するために本発明は、上下の基板の間に液晶が充填されており、前記液
晶を介して表示電極および共通電極が対向して配置された液晶パネルと、前記液晶パネル
と複数のデータラインとに接続され、前記液晶パネルにデータ信号を印加する第１駆動回
路部と、前記液晶パネルと複数のゲートラインとに接続され、前記データ信号を前記液晶
パネルに順次に印加させるための走査信号を印加する第２駆動回路部と、前記液晶パネル
に充填された液晶の配向のための信号電圧を前記液晶パネルに印加する電極パッド部と、
前記電極パッド部を通じて印加される前記液晶の配向のための信号電圧の一部を、前記デ
ータラインを通じて前記液晶パネルに印加するようにスイッチングさせる第１スイッチン
グ回路部と、前記電極パッド部を通じて印加される前記液晶の配向のための信号電圧の残
りを、前記ゲートラインを通じて前記液晶パネルに印加するようにスイッチングさせる第
２スイッチング回路部と、前記液晶の配向のための信号電圧が、前記第１駆動回路部およ
び前記第２駆動回路部に逆流することを防止する第１バッファ回路部および第２バッファ
回路部と、前記電極パッドに接続された配向信号発生回路とを備え、前記液晶の配向のた
めの信号電圧は、液晶配向工程における電界配向のための信号電圧であり、前記液晶の配
向のための信号電圧の一部は、電界配向のためのデータ信号であり、前記液晶の配向のた
めの信号電圧の残りは、前記電界配向のためのデータ信号を前記液晶パネルに順次に印加
させる電界配向のための走査信号であるＬＣＤパネルである。
【００１２】
　前記第１スイッチング回路部は、前記第１駆動回路部と前記液晶パネルとの間に、前記
第２スイッチング回路部は前記液晶パネルと前記電極パッド部との間に各々配置される。
【００１３】
　前記第２バッファ回路部は、前記第２駆動回路部と前記液晶パネルとの間に配置される
。
【００１４】
　本発明の別の態様として、前記第２スイッチング回路部は、前記第２駆動回路部と前記
液晶パネルとの間に配置することもできる。この時、前記第２バッファ回路部は、前記第
２駆動回路部と前記第２スイッチング回路部との間に配置される。
【００１５】
　本発明の別の態様として、前記第１スイッチング回路部は、前記液晶パネルを介して前
記第１駆動回路部と対面する位置に配置することもできる。この時、前記第２スイッチン
グ回路部は、前記液晶パネルと前記電極パッド部との間に配置されるか、前記第２駆動回
路部と前記液晶パネルとの間に配置される。そして、前記第１バッファ回路部は、前記第
１駆動回路部と前記液晶パネルとの間に配置される。
【００１６】
　さらに、前記電極パッド部は、前記第１スイッチング回路部と接続される第１電極パッ
ドおよび第２電極パッドと、前記共通電極と接続される第３電極パッドおよび前記第２ス
イッチング回路部と接続される第４電極パッドおよび第５電極パッドを備える。
【００１７】
　前記第１バッファ回路部は、前記複数のデータライン各々に一つずつ接続された複数の
信号逆流防止素子で構成される。そして、前記第２バッファ回路部は、前記複数のゲート
ライン各々に一つずつ接続された複数の信号逆流防止素子で構成される。
【００１８】
　前記第１スイッチング回路部は、前記複数のデータライン各々に一つずつ接続された複
数のトランジスタで構成され、前記第２スイッチング回路部は、前記複数のゲートライン
各々に一つずつ接続された複数のトランジスタで構成される。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によるＬＣＤパネルは、駆動回路部以外に液晶配向のための電極パッド部を別途
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に備える。したがって、液晶配向工程を液晶注入工程においても実施でき、製品パッケー
ジング工程を完了した後でも実施できるなど液晶配向工程の実施が容易であるので、強誘
電性液晶を利用した商用素子、例えば直視型ＬＣＤおよび／またはＬＣｏＳプロジェクシ
ョンＴＶ用エンジン製造時における難点の一つである液晶配向の均一性と安定性とを確保
できる。また、配向均一性が低下した場合、その補償が容易であるだけでなく、現在開発
が進んでいるＦＬＣｏＳパネルの製造に本発明を適用すると、ＦＬＣ電界配向技法を量産
技術に適用することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施の形態によるＬＣＤパネルを、添付した図面を参照して詳細に説明
する。なお、添付した図面に示された層や領域の厚さは、本実施の形態の説明を明確にす
るために誇張して示したものである。
【００２１】
　図２に示すように、本実施の形態によるＬＣＤパネル４０は、液晶パネル４２、第１駆
動回路部４４、第２駆動回路部４６、液晶の配向のために外部電圧が印加される電極パッ
ド４８、液晶の配向時に第１駆動回路部４４および第２駆動回路部４６を迂回するための
第１スイッチング回路部４４ｂおよび第２スイッチング回路部４６ｂ、電極パッド４８を
通じた配向のための電圧印加時に、第１駆動回路部４４および第２駆動回路部４６に信号
が逆流することを防止する第１バッファ回路部４４ａおよび第２バッファ回路部４６ａを
備える。
【００２２】
　ＬＣＤパネル４０は、ＬＣｏＳパネルまたはＦＬＣ（Ｆｅｒｒｏｅｋｅｃｔｒｉｃ　Ｌ
ｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）パネルである。液晶パネル４２は、上部ガラス基板４２ａ
とこれと対向する位置に配置される下部基板（図示せず）とを備える。二つの基板の間に
は液晶、例えばＮＬＣ（Ｎｅｍａｔｉｃ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）またはＦＬＣ
が充填されている。そして、前記下部基板に第１駆動回路部４４および第２駆動回路部４
６が発生した信号が前記液晶に送られることを断続するためのスイッチング素子４２ｂと
、これに接続された表示電極４２ｃが配置されている。表示電極４２ｃは、スイッチング
素子４２ｂと共に画素当り一つずつ下部基板上にマトリクス状に形成されている。下部基
板上に形成された全体表示電極は、上部ガラス基板４２ａの裏面に配置された透明な共通
電極（図示せず）に相当する。スイッチング素子４２ｂは、ＴＦＴであり、表示電極４２
ｃはＩＴＯ電極である。前記液晶は、表示電極４２ｃと前記共通電極との間に充填されて
いる。
【００２３】
　第１駆動回路部４４は、液晶パネル４２に所定の映像に対応する信号を印加し、第２駆
動回路部４６は、このような信号が液晶パネル４２にマトリクス状に配列された画素の各
行に沿って上から下に順次に印加されるように前記画素の各行に走査信号を順次に印加す
る。しかし、第１駆動回路部４４で液晶パネル４２に与えられる前記信号は、マトリクス
状に配列された画素の全ての列に同時に与えられる。これにより、液晶パネル４２の上段
から下段に１フレームの映像が順次に表示される。このために第１駆動回路部４４と液晶
パネル４２とは液晶パネル４２に形成された画素の列数と同じ数のデータラインＤＬに接
続されており、第１駆動回路部４４と垂直な位置に配置された第２駆動回路部４６と液晶
パネル４２とは液晶パネル４２に形成された画素の行数と同じ数のゲートラインＧＬに接
続されている。
　一つのデータラインＤＬには、一列をなす画素の数と同じ数のスイッチング素子４２ｂ
が自身のソース端子を介して並列に接続されており、一つのゲートラインＧＬには一行を
なす画素の数と同じ数のスイッチング素子４２ｂが自身のゲート端子を介して並列に接続
されている。
【００２４】
　第１スイッチング回路部４４ｂは、第１駆動回路部４４と液晶パネル４２との間に配置
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される電極パッド４８に印加される電圧が、データラインＤＬを通じて液晶パネル４２に
印加されるようにスイッチングする役割をする。この第１スイッチング回路部４４ｂは、
複数の第１スイッチング素子Ｔ１で構成され、各データラインＤＬに一つの第１スイッチ
ング素子Ｔ１が接続される。それぞれの第１スイッチング素子Ｔ１のゲート端子とソース
端子とは、電極パッド４８に接続され、ドレーン端子はデータラインＤＬに接続される。
なお、第１スイッチング素子Ｔ１は、ＣＭＯＳ工程で形成されるＴＦＴであることが望ま
しい。
【００２５】
　第２スイッチング回路部４６ｂは、液晶パネル４２と電極パッド４８との間に配置され
、電極パッド４８に印加される電圧がゲートラインＧＬを通じて液晶パネル４２に印加さ
れるようにスイッチングする役割をする。第２スイッチング回路部４６ｂは、複数の第２
スイッチング素子Ｔ２で構成される。各ゲートラインＧＬに一つの第２スイッチング素子
Ｔ２が接続される。それぞれの第２スイッチング素子Ｔ２のゲート端子とソース端子とは
、電極パッド４８に接続され、ドレーン端子はゲートラインＧＬに接続される。なお、第
２スイッチング素子Ｔ２は、ＣＭＯＳ工程で形成されるＴＦＴであることが望ましい。
【００２６】
　第１バッファ回路部４４ａは、第１駆動回路部４４と第１スイッチング回路部４４ｂと
の間に配置され、データラインＤＬを通じて電極パッド４８から液晶パネル４２に液晶配
向のための信号が印加される際に、前記液晶配向のための信号が、第１駆動回路部４４に
逆流することを防止する。第１バッファ回路部４４ａは、複数の信号逆流防止素子で構成
される。信号逆流防止素子は、第１駆動回路部４４から液晶パネル４２に印加される信号
は通過させ、反対に流れる信号は遮断する、例えば、インバータまたはダイオードである
。第１バッファ回路部４４ａでは、データラインＤＬごとに一つの信号逆流防止素子が接
続される。
【００２７】
　第２バッファ回路部４６ａは、第１バッファ回路部４４ａとは別途に第２駆動回路部４
６と液晶パネル４２との間に配置されている。第２バッファ回路部４６ａは、電極パッド
部４８から第２スイッチング回路部４６ｂに印加された液晶配向のための信号がゲートラ
インＧＬを通じて液晶パネル４２に印加される際に、前記液晶配向のための信号が第２駆
動回路部４６に逆流することを防止する。このために第２バッファ回路部４６ａには複数
の信号逆流防止素子が配置され、一つのゲートラインＧＬに対して一つの信号逆流防止素
子が接続されている。ゲートラインＧＬに接続された信号逆流防止素子は、第１バッファ
回路部４４ａに配置された信号逆流防止素子と同じであることが望ましいが、異なるもの
であってもよい。
【００２８】
　電極パッド部４８は、第１電極パッドないし第５電極パッド４８ａ，４８ｂ，４８ｃ，
４８ｄ，４８ｅで構成される。第１電極パッド４８ａおよび第２電極パッド４８ｂは、第
１スイッチング回路部４４ｂに配置された複数の第１スイッチング素子Ｔ１のソース端子
およびゲート端子にそれぞれ接続される。第３電極パッド４８ｃは、液晶パネル４２の上
部ガラス基板４２ａの裏面に装着された共通電極に接続される。第４電極パッド４８ｄお
よび第５電極パッド４８ｅは、各々第２スイッチング回路部４６ｂに配置された複数の第
２スイッチング素子Ｔ２のソース端子およびゲート端子に接続される。
【００２９】
　このようにＬＣＤパネル４０に液晶配向のために別途、電極パッド部４８を備えること
により、従来の駆動回路部を通じて液晶配向を実施する場合より、液晶配向が容易である
だけでなく、後記するように液晶注入工程において、または液晶工程後のパッケージ工程
においても液晶配向を実施することが可能であり、図示しないコントロールボードに、一
体化した電極パッド部４８の第１電極パッドないし第５電極パッド４８ａ，４８ｂ，４８
ｃ，４８ｄ，４８ｅに接続される配向信号発生回路をさらに備えて構成することも可能で
ある。
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【００３０】
　この場合、最初に液晶の配向工程を実施した後に、液晶の配向に問題、例えば配向不良
が発生したときに、配向信号発生回路を利用して配向不良を解消することができる。つま
り、配向信号発生回路は、パッケージ後にも利用可能である。
【００３１】
　従来は、配向不良を解消するために、コントロール回路上で必要とする波形に対応する
イメージを入力する複雑な方式を使用しなければならないが、このような配向信号発生回
路を備えることによって、従来のような複雑な方式を行う必要がない。
【００３２】
　図３は、図２に示したＬＣＤパネル４０を、ＬＣｏＳパネルに適用した例を示す平面図
である。図３に示すように、第１駆動回路部４４および第２駆動回路部４６と電極パッド
部４８とは、全て下部ガラス基板５０の一側面に配置されている。符号５４は、液晶パネ
ル４２の液晶注入領域を示し、符号５２は、液晶注入領域５４に液晶を注入するための注
入口５２を示している。
【００３３】
　図４は、図８に示す液晶注入設備を利用して図３に示したＬＣＤパネル４０に液晶を注
入する時に、液晶注入設備に装着してＬＣＤパネル４０を固定させると同時にＬＣＤパネ
ル４０に液晶配向のための所定の信号電圧を印加できるように構成されたＬＣＤパネル固
定および信号電圧印加機構６０の平面図である。
【００３４】
　図４に示すように、符号６２および符号６４は、ＬＣＤパネル固定および信号電圧印加
機構６０の上板を構成する第１部分６２および第２部分６４であり、第１部分６２は、下
板６６に装着されるＬＣＤパネル４０の第１駆動回路部４４および第２駆動回路部４６を
はじめとして液晶パネル４２の一部を覆う。第２部分６４は、第１部分６２と一体化され
ている。第２部分６４は、第１駆動回路部４４および第２駆動回路部４６の第１部分６２
の外に露出された部分および電極パッド部４８に近接して配置される。第２部分６４の電
極パッド部４８に対応する位置に５つの端子７０が配置されており、端子７０各々に電極
パッド部４８に到達される所定長さを有する接触部材７２が接続されている。接触部材７
２は、端子７０に印加された信号電圧を電極パッド部４８に供給するためのものであって
、５本の接触部材７２が配置され、第１電極パッドないし第５電極パッド４８ａ，４８ｂ
，４８ｃ，４８ｄ，４８ｅと１対１に接触する。下板６６の上段右側に電源（図示せず）
と端子７０とを接続させるコネクタ６８が配置されている。コネクタ６８を通じて電源か
ら印加される信号電圧が端子７０に印加され、図６に示すように上板６２，６４と下板６
６との間にＬＣＤパネル４０が固定される場合、接触部材７２は、電極パッド部４８の各
電極パッドに接触し、液晶配向のための前記信号電圧は、電極パッド部４８の各電極パッ
ドに印加される。
【００３５】
　図５に示すように、上板を構成する第１部分６２が第２部分６４より厚いことが分かり
、端子７０は、第２部分６４の表面に突出するように配置されていることが分かる。そし
て、ＬＣＤパネル４０の下部ガラス基板５０の液晶注入口５２のある部分は、ＬＣＤパネ
ル固定および信号電圧印加機構６０の下側に突出していることが分かる。下部ガラス基板
５０の液晶注入口５２のある部分がこのように所定長さだけ突出していることは、図８に
示したようにＬＣＤパネル固定および信号電圧印加機構６０（以下、“印加機構６０”と
いう）に固定されたＬＣＤパネル４０に、液晶９８ａを注入する過程で印加機構６０が液
晶９８ａに接触することを防止してＬＣＤパネル４０に液晶９８ａを注入するためである
。
【００３６】
　図６に示すように、上板の第２部分６４の厚さは、ＬＣＤパネル４０の厚さと同じであ
る。そして、上板と下板６６との間にＬＣＤパネル４０が装着されて固定されるため、上
板の第１部分６２がＬＣＤパネル４０と接触する部分と下板６６とは、所定間隔、離隔さ
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れていることが分かる。
【００３７】
　液晶注入過程でＬＣＤパネル４０は、固定されなければならないため、第１部分６２の
ＬＣＤパネル４０と接触される部分と下板６６との間の所定間隔は、最大ＬＣＤパネル４
０の厚さであるが、ＬＣＤパネル４０に影響を与えない範囲で、それより多少狭いことが
望ましい。
【００３８】
　また、電極パッド部４８は、下部ガラス基板５０上に配置されるため、図６に示すよう
に上板の第２部分６４より低い所に位置する。これにより、端子７０に接続された接触部
材７２の端部は、電極パッド部４８を向かって下向き突出した形態であることが望ましい
。図６において、符号７６は、上板と下板６６との回転中心にあるヒンジ７６を示してい
る。
【００３９】
　図７は、印加機構６０の上板と下板６６とがヒンジ７６を軸として開いた状態を示す断
面図である。下部ガラス基板５０および上部ガラス基板４２ａを備えるＬＣＤパネル４０
が、第１上板６２の右側部分と対向する下板６６の所定領域上に置かれていることが分か
る。図６は、この状態から上板が下板６６上を覆い、ＬＣＤパネル４０が上板および下板
６６によって固定された状態を示している。
【００４０】
　図８は、ＬＣＤパネル４０に液晶９８ａを注入するために、ＬＣＤパネル４０が固定装
着された印加機構６０を、液晶注入設備に複数個装着した状態を示している。図８を参照
して、符号９０は真空チャンバ９０を表している。
【００４１】
　図８に示すように、真空チャンバ９０の天井には、ポスト移動および信号入力コントロ
ーラ９２（以下、“コントローラ９２”という）が配置されており、その下側に印加機構
６０が固定装着されるジグ９４が配置されている。ジグ９４に印加機構６０の上部が固定
されているが、端子７０が配置された印加機構６０の下部は、ジグ９４の外に下向き突出
している。コントローラ９２とジグ９４とは、ポスト９６に接続されており、このポスト
９６は、コントローラ９２によって上下に移動可能な構造を有している。したがって、ジ
グ９４を上下に移動させるためにはポスト９６を所望の距離だけ上下に移動させれば良い
。ジグ９４の下面から所定距離だけ離隔された下側には液晶トレー９８が設けられている
。この液晶トレー９８には、所定の高さまで液晶９８ａが満たされている。液晶９８ａは
、通常の液晶または強誘電性液晶である。液晶トレー９８は、印加機構６０から突出した
ＬＣＤパネル４０の下板６６が液晶９８ａに浸る程度に、すなわちＬＣＤパネル４０の液
晶注入口（図４の５２）が液晶９８ａに完全に浸る程度にジグ９４の下面から離隔された
ことが望ましい。さらに、このとき、印加機構６０は、液晶９８ａに接触しないことが望
ましい。
【００４２】
　ジグ９４に固定装着された印加機構６０のコネクタ（図４の６８参照）は、ポスト９６
に接続される。したがって、ポスト９６を通じて印加機構６０にコントローラ９２から液
晶配向のための信号電圧が印加される。このように印加機構６０に印加された液晶配向の
ための信号電圧は、印加機構６０の端子７０を通じて最終的にＬＣＤパネル４０の電極パ
ッド部４８に印加され、ＬＣＤパネル４０に注入された液晶は配向される。このように本
実施の形態のＬＣＤパネル４０は、液晶注入工程においても液晶配向を実施可能である。
【００４３】
　なお、チャンバ９０の底部に液晶トレー９８を加熱して液晶９８ａを所定の温度に維持
するヒータ１００が設けられている。ヒータ１００の左側のチャンバ９０の下面にチャン
バ９０から空気を排出させるための弁１０２が配置されている。
【００４４】
　以上の説明した本発明の実施の形態において、多くの事項が具体的に記載されているが
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、これらは発明の範囲を限定するものではなく、望ましい実施の形態の例示として解釈さ
れなければならない。例えば、当業者なら、第１スイッチング回路部４４ｂおよび第２ス
イッチング回路部４６ｂを反対の位置に配置することも可能ある。例えば、図２において
第１スイッチング回路部４４ｂを第１バッファ回路部４４ａと液晶パネル４２との間に配
置する代わりに、液晶パネル４２の下側からデータラインＤＬと接続されるように配置し
、第２スイッチング回路部４６ｂを第２バッファ回路部４６ａと液晶パネル４２との間に
配置することもできる。または、第１スイッチング回路部４４ｂおよび第２スイッチング
回路部４６ｂを、各々液晶パネル４２を介して第１バッファ回路部４４ａおよび第２バッ
ファ回路部４６ａと対面するように配置することもできる。したがって、本発明の範囲は
、説明された実施の形態によって定められるのではなく、特許請求の範囲に記載された技
術的思想によって定められなければならない。
【産業上の利用可能性】
【００４５】
　本発明の液晶ディスプレイパネルは、各種映像表示装置、例えば、ＴＶ、モニターに使
用され、携帯電話や個人携帯端末機（ＰＤＡ）のような携帯通信機器の表示装置、各種の
運行機器の計器パネルやデータ表示装置にも使用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】従来技術による液晶ディスプレイパネルの構成を示す平面図である。
【図２】本発明の実施の形態による液晶ディスプレイパネルの構成を示す平面図である。
【図３】図２に示した液晶ディスプレイパネルにＬＣｏＳパネルを適用した場合の平面図
である。
【図４】図３に示したＬＣｏＳパネルが、液晶注入設備に装着される際に使用されるＬＣ
ｏＳパネルの固定および信号電圧印加機構の平面図である。
【図５】図４に示したＬＣｏＳパネルの固定および信号電圧印加機構の左側面図である。
【図６】図４に示したＬＣｏＳパネルの固定および信号電圧印加機構の正面図である。
【図７】図４に示したＬＣｏＳパネルの固定および信号電圧印加機構の上板と下板とが開
いた状態を示す正面図である。
【図８】図４に示したＬＣｏＳパネル固定および信号電圧印加機構が装着された液晶注入
設備の構成を示す断面図である。
【符号の説明】
【００４７】
　４０　　ＬＣＤパネル
　４２　　液晶パネル
　４２ａ　上部ガラス基板
　４２ｂ　スイッチング素子
　４２ｃ　表示電極
　４４　　第１駆動回路部
　４６　　第２駆動回路部
　４４ａ　第１バッファ回路部
　４６ａ　第２バッファ回路部
　４４ｂ　第１スイッチング回路部
　４６ｂ　第２スイッチング回路部
　４８　　電極パッド
　４８ａ　第１電極パッド
　４８ｂ　第２電極パッド
　４８ｃ　第３電極パッド
　４８ｄ　第４電極パッド
　４８ｅ　第５電極パッド
　ＧＬ　　ゲートライン
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　ＤＬ　　データライン
　Ｔ１　　第１スイッチング素子
　Ｔ２　　第２スイッチング素子

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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